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(54)【発明の名称】 電気光学液晶ディスプレイ

(57)【要約】        （修正有）
【課題】従来技術の欠点がない、または減少された電気
光学液晶ディスプレイ特にＩＰＳディスプレイおよびこ
のディスプレイに有用な液晶媒体の提供。
【解決手段】電場が液晶層に対して平行である再配向に

必須の構成要素を有する液晶を再配向させるための再配
向層を有し、正の誘電異方性を有する液晶媒体を含有す
る電気光学液晶ディスプレイであって、媒体が１種以上
の一般式Ｉの化合物を含有する電気光学液晶ディスプレ
イ。

（Ｒ１はＣ
１～７
のアルキル基、アルコキシ基もしくは

Ｃ
２～７
のアルケニル基、アルケニルオキシ基またはア

ルコキシアルキル基であり、Ｙ１１、Ｙ１２はＨまたは
Ｆである。）
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【特許請求の範囲】
【請求項１】その電場が液晶層に対して平行である再配
向に必須の構成要素を有する液晶を再配向させるための
再配向層を備え、および正の誘電異方性を有する液晶媒
体を含有する電気光学液晶ディスプレイであって、
上記媒体が、１種または２種以上の式Ｉで表わされる化
合物を含有することを特徴とする電気光学液晶ディスプ
レイ：
【化１】 *

2
*式中、
Ｒ1 は、炭素原子１～７個を有するアルキル基またはア
ルコキシ基、もしくは炭素原子２～７個を有するアルケ
ニル基、アルケニルオキシ基またはアルコキシアルキル
基であり、およびＹ11およびＹ12はそれぞれ相互に独立
して、ＨまたはＦである。
【請求項２】媒体が、少なくとも１種の式ＩＩで表わさ
れる化合物を含有することを特徴とする、請求項１に記
載の液晶ディスプレイ：
【化２】

式中、
Ｒ2 は、炭素原子１～７個を有するアルキル基またはア
ルコキシ基、もしくは炭素原子２～７個を有するアルケ
ニル基、アルケニルオキシ基またはアルコキシアルキル
基であり、
Ａ21およびＡ22はそれぞれ相互に独立して、下記基であ
り：
【化３】 *

*ただし、少なくとも１個のＡ21およびＡ22は下記基であ
り：
【化４】

Ｘ2 は、Ｆ、ＣｌまたはＣＮであり、およびＺ2 は、Ｃ
Ｈ
2 
ＣＨ

2 
、ＣＯＯ、ＣＦ

2 
Ｏまたは単結合である。

【請求項３】媒体が、少なくとも１種の式ＩＩＩで表わ
される化合物を含有することを特徴とする、請求項１お
よび２のいずれかに記載の液晶ディスプレイ：
【化５】

式中、
Ｒ31およびＲ32はそれぞれ相互に独立して、炭素原子１
～７個を有するアルキル基またはアルコキシ基、もしく
は炭素原子２～７個を有するアルケニル基、アルケニル
オキシ基またはアルコキシアルキル基であり、
【化６】

であり、およびＺ31は、ＣＨ＝ＣＨ、ＣＯＯ、ＣＨ
2 
Ｃ

Ｈ
2 
または単結合である。

【請求項４】媒体が、少なくとも１種の式ＩＶで表わさ
れる化合物を含有することを特徴とする、請求項１～３
のいずれかに記載の液晶ディスプレイ：
【化７】
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式中、
Ｒ4 は、炭素原子１～７個を有するアルキル基またはア
ルコキシ基、もしくは炭素原子２～７個を有するアルケ
ニル基、アルケニルオキシ基またはアルコキシアルキル
基であり、
【化８】 *

4

*であり、
Ｚ41およびＺ42はそれぞれ相互に独立して、ＣＦ

2 
Ｏ、

ＣＯＯ、ＣＨ
2 
ＣＨ

2
または単結合であり、

ｎは、０または１であり、
Ｘは、ＯＣＦ

3 
、ＯＣＦ

2 
ＨまたはＦであり、およびＹ

41およびＹ42はそれぞれ相互に独立して、ＨまたはＦで
ある。
【請求項５】媒体が、式ＩＩａ～ＩＩｉからなる群から
選択される１種または２種以上の式ＩＩで表わされる化
合物を含有することを特徴とする、請求項１～４のいず
れかに記載の液晶ディスプレイ：
【化９】

【化１０】
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各式中、Ｒ2 は、式ＩＩについて上記で定義されている
とおりである。
【請求項６】媒体が、式ＩＩＩａ～ＩＩＩｃからなる群
から選択される１種または２種以上の式ＩＩＩで表わさ

6

れる化合物を含有することを特徴とする、請求項１～５
のいずれかに記載の液晶ディスプレイ：
【化１１】

各式中、
ｋは、１、２、３、４または５であり、
ｍおよびｎはそれぞれ相互に独立して、０、１、２また
は３であり、ただしｍ＋ｎ≦５であり、およびｏは、０
または１である。
【請求項７】媒体が、
－４～５５重量％の少なくとも１種の式Ｉで表わされる
化合物、
－５～５０重量％の式ＩＩで表わされる化合物および式
ＩＩＩで表わされる化合物からなる群から選択される１
種または２種以上の化合物、
－０～４０重量％の少なくとも１種の式ＩＩで表わされ

る化合物、
－０～３０重量％の少なくとも１種の式ＩＩＩで表わさ
れる化合物、および
－５～６０重量％の少なくとも１種の式ＩＶで表わされ
る化合物、
を含有することを特徴とする、請求項１～６のいずれか
に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項８】画素がアクティブマトリックスによりアド
レスされることを特徴とする、請求項１～７のいずれか
に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項９】請求項１～７のいずれかに記載の組成を有
する、正の誘電異方性を有する液晶媒体。
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【請求項１０】請求項９に記載の媒体の液晶ディスプレ
イにおける使用。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、その電場が液晶層
に対して平行である再配向に必須の構成要素を有する液
晶を再配向させるための再配向層を有し、および正の誘
電異方性を有する液晶媒体を含有する電気光学液晶ディ
スプレイに関する。本発明はまた、このようなディスプ
レイに使用される液晶媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】慣用の液晶ディスプレイ（ＴＮ、ＳＴ
Ｎ、ＯＭＩおよびＡＭＤ－ＴＮ）では、再配向に作用す
る電場は、液晶層に対して基本的に垂直に発生される。
国際特許出願WO91/10936には、電場が液晶層に対して平
行の有効構成要素を有するように、電気信号が発生され
る液晶ディスプレイが記載されている［IPS 、イン－プ
レーン  スイッチング（in-plane switching）］。この
タイプのディスプレイの動作原理は、例えばR.A.Soref 
によりJournal of Applied Physics,Vol.45,No.12,5466
～5468 頁（1974）に記載されている。例えば、EPO5885
68 は、このタイプのディスプレイの電極のデザインお
よびアドレス方法にかかわる種々の可能性を開示してい
る。DE 19824137 にはまた、このタイプのＩＰＳディス
プレイの種々の具体例が開示されている。このタイプの
ＩＰＳディスプレイ用の液晶材料は、例えばDE 1984818
1 に記載されている。
【０００３】公知の液晶媒体を含有するＩＰＳディスプ
レイは、不当に長い応答時間および多くの場合、高い動*

8
*作電圧を有することを特徴とするものである。従って、
このような欠点を有していないか、または減少された程
度でのみ有するＩＰＳディスプレイに対する要求が存在
している。この目的には、特に、適度の相範囲、低温に
おける低い結晶化傾向、小さい複屈折率および適度の電
気抵抗を有することに加えて、特に応答時間にとって必
須である低いしきい値電圧（Ｖ

10
）および低い回転粘度

（γ
1 
）を有する液晶材料が要求される。

【０００４】
【発明が解決しようとする課題】本発明の課題は、従来
技術の欠点を有していないか、または減少された程度で
のみ有する電気光学液晶ディスプレイ、特にＩＰＳディ
スプレイを提供することにある。本発明のもう一つの課
題は、このようなディスプレイに有用な液晶媒体を見出
だすことにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】驚くべきことに、この課
題が、少なくとも１種の式Ｉで表わされる化合物を含有
する液晶媒体を用いることによって達成された。本発明
によるＩＰＳ混合物は、それらの比較的高い透明点およ
びそれらの低い回転粘度値およびそれらの低いしきし値
電圧の点で際立っている。従って、本発明は、その電場
が液晶層に対して平行である有効構成要素を有する液晶
を再配向させるための再配向層を有し、および正の誘電
異方性を有する液晶媒体を含有する電気光学液晶ディス
プレイであって、この媒体が少なくとも１種の式Ｉで表
わされる化合物を含有する電気光学液晶ディスプレイに
関する：
【化１２】

【０００６】式中、Ｒ1 は、炭素原子１～７個を有する
アルキル基またはアルコキシ基、もしくは炭素原子２～
７個を有するアルケニル基、アルケニルオキシ基または
アルコキシアルキル基であり、およびＹ11およびＹ12は
それぞれ相互に独立して、ＨまたはＦである。式Ｉにお
いて、基Ｙ11およびＹ12の少なくとも一方がＦである化
合物は、特に好ましい化合物として挙げられる。式Ｉに

おいて、基Ｙ11およびＹ12の一方がＨであり、および他
方がＦである化合物は、特に好ましい化合物として挙げ
られる。
【０００７】１種または２種以上の式ＩＩで表わされる
化合物を含有する液晶媒体を含有する液晶ディスプレイ
はまた、好ましいものとして挙げられる：
【化１３】

式中、Ｒ2 は、炭素原子１～７個を有するアルキル基ま
たはアルコキシ基、もしくは炭素原子２～７個を有する
アルケニル基、アルケニルオキシ基またはアルコキシア
ルキル基であり、
【０００８】Ａ21およびＡ22はそれぞれ相互に独立し
て、下記基であり：

【化１４】
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ただし、Ａ21およびＡ22の少なくとも１個は、
【化１５】

であり、Ｘ2 は、Ｆ、ＣｌまたはＣＮであり、およびＺ
2 は、ＣＨ

2 
ＣＨ

2 
、ＣＯＯ、ＣＦ

2 
Ｏまたは単結合で

ある。
【０００９】式ＩＩにおいて、Ａ21が
【化１６】

である化合物は、特に好ましい化合物として挙げられ *

10
*る。
【００１０】式ＩＩにおいて、Ａ21が、
【化１７】

である化合物はまた、好ましい化合物として挙げられ
る。式ＩＩにおいて、Ｘ2 がＣＮである化合物はまた、
好ましい化合物として挙げられる。
【００１１】液晶媒体が、１種または２種以上の式ＩＩ
Ｉで表わされる化合物を含有する液晶ディスプレイはま
た、好ましい：
【化１８】

式中、Ｒ31およびＲ32はそれぞれ相互に独立して、炭素
原子１～７個を有するアルキル基またはアルコキシ基、
もしくは炭素原子２～７個を有するアルケニル基、アル
ケニルオキシ基またはアルコキシアルキル基であり、
【００１２】
【化１９】

であり、およびＺ31は、ＣＨ＝ＣＨ、ＣＯＯ、ＣＨ
2 
Ｃ

Ｈ
2 
または単結合である。

【００１３】式ＩＩＩにおいて、基Ｒ31およびＲ32の少
なくとも１個が、炭素原子２～７個、好ましくは炭素原
子２個または３個を有するアルケニル基である化合物
は、特に好ましい化合物として挙げられる。式ＩＩＩに
おいて、基Ｚ31が、ＣＨ＝ＣＨまたは単結合である化合
物はまた、好ましい化合物として挙げられる。
【００１４】式ＩＩＩにおいて、
【化２０】

であり、特に好ましくは両方ともに、
【化２１】

である化合物はまた、好ましい化合物として挙げられ
る。
【００１５】液晶媒体が、１種または２種以上の式ＩＶ
で表わされる化合物を含有する液晶ディスプレイはま
た、好ましいものとして挙げられる：
【化２２】
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【００１６】式中、Ｒ4 は、炭素原子１～７個を有する
アルキル基またはアルコキシ基、もしくは炭素原子２～
７個を有するアルケニル基、アルケニルオキシ基または*

12
*アルコキシアルキル基であり、
【化２３】

であり、
【００１７】Ｚ41およびＺ42はそれぞれ相互に独立し
て、ＣＦ

2 
Ｏ、ＣＯＯ、ＣＨ

2 
ＣＨ

2
または単結合であ

り、ｎは、０または１であり、Ｘは、ＯＣＦ
3 
、ＯＣＦ

2 
ＨまたはＦであり、およびＹ41およびＹ42はそれぞれ

相互に独立して、ＨまたはＦである。式ＩＶにおいて、
【化２４】

である化合物は、特に好ましい化合物として挙げられ
る。
【００１８】式ＩＶにおいて、Ｚ41およびＺ42がそれぞ
れ相互に独立して、ＣＨ

2 
ＣＨ

2 
または単結合である化

合物は、特に好ましい化合物として挙げられる。式ＩＶ
において、ＸがＯＣＦ

3 
であり、およびＹ41およびＹ42

がＨである化合物、および式ＩＶにおいて、ＸがＦであ
り、およびＹ41およびＹ42がＦである化合物はまた、好
ましい化合物として挙げられる。少なくとも１種の式Ｉ
で表わされる化合物および少なくとも１種の式ＩＩで表
わされる化合物を含有する媒体は、特に好ましいものと
して挙げられる。液晶媒体が式ＩＩａ～ＩＩｉからなる
群から選択される１種または２種以上の式ＩＩで表わさ
れる化合物を含有する液晶ディスプレイは、特に好まし
いものとして挙げられる：
【００１９】
【化２５】
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【００２０】

14

【化２６】

【００２１】各式中、Ｒ2 は、式ＩＩについて上記で定
義されているとおりである。液晶ディスプレイは、特に
好ましくは、式ＩＩａ、式ＩＩｆ、式ＩＩｇ、式ＩＩｈ
および式ＩＩｉ、特に式ＩＩｈおよび式ＩＩｉで表わさ
れる化合物からなる群からの１種または２種以上の化合
物を含有する液晶媒体を含有する。液晶媒体が、式ＩＩ

Ｉａ～ＩＩＩｃからなる群から選択される１種または２
種以上の式ＩＩＩで表わされる化合物を含有する液晶デ
ィスプレイはまた、好ましい：
【００２２】
【化２７】
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【００２３】各式中、ｋは、１、２、３、４または５で
あり、ｍおよびｎはそれぞれ相互に独立して、０、１、
２または３であり、ただしｍ＋ｎ≦５であり、およびｏ
は、０または１である。液晶媒体が、式ＩＶａ～ＩＶｎ
からなる群から選択される１種または２種以上の式ＩＶ

16

で表わされる化合物を含有する液晶ディスプレイはま
た、好ましい：
【００２４】
【化２８】

【００２５】 【化２９】
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【００２６】

18

【化３０】

【００２７】各式中、Ｒ4 は、式ＩＶについて定義され
ているとおりである。もう一つの好適態様において、液

晶ディスプレイセルは、１種または２種以上の式ＩＩｈ
で表わされる化合物を含有し、これらの化合物の各１種



(11) 特開２００２－１２８６６

50

19
の濃度がそれぞれ、0.1 ～20% 、好ましくは1 ～16% 、
特に好ましくは2 ～15% 、および非常に特に好ましくは
12～15% の範囲である液晶媒体を含有する。本発明の好
適態様において、液晶ディスプレイセルは、１種または
２種以上の式ＩＩｉで表わされる化合物を含有し、これ
らの化合物の各１種の濃度がそれぞれ、0.1 ～10% 、好*
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*ましくは1 ～7%および特に好ましくは1 ～5%である液晶
媒体を含有する。
【００２８】好適態様は、下記液晶ディスプレイセルで
ある：－媒体が、式Ｖａおよび式Ｖｂからなる群から選
択される１種または２種以上の化合物：
【化３１】

（各式中、Ｒ51およびＲ52はそれぞれ相互に独立して、
炭素原子１～７個を有するアルキル基またはアルコキシ
基、もしくは炭素原子２～７個を有するアルケニル基、
アルケニルオキシ基またはアルコキシアルキル基であ
り、Ｒ51は好ましくは、炭素原子１～５個を有するアル
キル基であり、Ｒ52は好ましくは、炭素原子１～３個を*

*有するアルキル基またはアルコキシ基、特にアルコキシ
基である）、および／または
【００２９】式ＶｃおよびＶｄからなる群から選択され
る１種または２種以上の化合物：
【化３２】

（各式中、Ｒ51およびＲ52は相互に独立して、上記定義
のとおりであり、Ｒ51は好ましくは、炭素原子３～５個
を有するｎ－アルキル基であり、およびＲ52は好ましく
は、ｎ－アルキル基であり、およびＹ51は、ＨまたはＹ*

*である）をさらに含有する媒体；
【００３０】－１種または２種以上の式ＶＩａで表わさ
れる化合物をさらに含有する媒体：
【化３３】

式中、Ｒ61およびＲ62はそれぞれ相互に独立して、炭素
原子１～７個を有するアルキル基またはアルコキシ基、
好ましくは炭素原子１～５個を有するアルキル基であ
る；

【００３１】－媒体が、１種または２種以上の式ＶＩＩ
で表わされる化合物をさらに含有する：
【化３４】

式中、Ｒ2 は、式ＩＩについて定義されているとおりで
ある。
【００３２】下記成分を有する液晶媒体を含有するディ
スプレイは、好ましいものとして挙げられる：
－１種または２種以上の式Ｖａで表わされる化合物、好
ましくは基Ｒ51およびＲ52の少なくとも１個がアルケニ
ル基、好ましくは１Ｅ－アルケニル基、特に好ましくは
ビニルまたは１Ｅ－プロペニルである化合物、

－１種または２種以上の式Ｖｂで表わされる化合物、好
ましくは基Ｒ51が炭素原子３～５個を有するｎ－アルキ
ル基であり、およびＲ52が炭素原子１～３個を有する、
特に好ましくは炭素原子１個を有するアルコキシ基であ
る化合物、
【００３３】－１種または２種以上の式Ｖｃにおいて、
Ｒ51が炭素原子１～５個を有する、好ましくは炭素原子
１～３個を有するｎ－アルキル基であり、およびＲ52が



(12) 特開２００２－１２８６６

10

20

30

40

50

21
炭素原子２～５個を有する、好ましくは炭素原子２～３
個を有する１Ｅ－アルケニル基である化合物、
－１種または２種以上の式Ｖｄにおいて、Ｒ51が炭素原
子１～５個を有する、好ましくは炭素原子３～５個を有
するｎ－アルキル基であり、およびＲ52が炭素原子１～
５個を有する、好ましくは炭素原子２～４個を有するｎ
－アルキル基であり、およびＹ51が、好ましくはＨであ
る、化合物。
【００３４】画素がアクティブマトリックスによりアド
レスされる本発明による液晶ディスプレイはまた、好ま
しい。本発明はまた、正の誘電異方性を有する液晶媒体
であって、少なくとも１種の式Ｉで表わされる化合物お
よび少なくとも１種の式ＩＩａ～ＩＩＩｂで表わされる
化合物からなる群から選択される化合物、および少なく
とも１種の式ＩＶａ～ＩＶｉで表わされる化合物からな
る群から選択される化合物を含有し、特に、
－4 ～55重量％、好ましくは10～40重量％の少なくとも
１種の式Ｉで表わされる化合物、
－5 ～50重量％、好ましくは10～25重量％の少なくとも
１種の式ＩＩおよび式ＩＩＩ、好ましくは式ＩＩａ～Ｉ
ＩＩｃで表わされる化合物からなる群から選択される化
合物、
－0 ～40重量％、好ましくは3 ～25重量％の少なくとも
１種の式ＩＩで表わされる化合物、
－0 ～30重量％、好ましくは3 ～25重量％の少なくとも
１種の式ＩＩＩで表わされる化合物、および
－5 ～60重量％、好ましくは20～50重量％の少なくとも
１種の式ＩＶで表わされる化合物、好ましくは式ＩＶａ
～ＩＶｋで表わされる化合物からなる群から選択される
化合物を含有する液晶媒体に関する。
【００３５】本発明に従い使用される液晶媒体は、70～
90℃の透明点を有しながら、<0.12好ましくは0.05～0.1
1の範囲、特に0.07～0.10の範囲の複屈折値（△ｎ）を
有する。  本発明に従い使用される混合物の流動粘度
（２０℃における）は一般に、30ｍｍ2 ／秒よりも小さ
く、特に15～25ｍｍ2 ／秒である。本発明による材料の
２０℃における抵抗値は一般に、5 ×1010～5 ×1013Ω
・ｃｍ、特に好ましくは5 ×1011～5 ×1012Ω・ｃｍで
ある。本発明による混合物の２０℃における回転粘度は
一般に、140 ｍＰａ・ｓよりも小さく、特に130 ｍＰａ
・ｓ、特に好ましくは120 ｍＰａ・ｓより小さい。本発
明に従い用いられる70～80℃の透明点を有する媒体は、
130 ｍＰａ・ｓまたはそれ以下、好ましくは80～120 ｍ
Ｐａ・ｓの回転粘度を有する。
【００３６】本発明に従い用いられる媒体の透明点は、
60℃よりも高く、好ましくは70℃よりも高く、特に好ま
しくは80℃またはそれ以上である。特に、この透明点
は、60℃～80℃の範囲にある。被験セルにおける保存寿
命は、以下で説明するように測定して、-30 ℃において
1000時間またはそれ以上、好ましくは-40 ℃において50
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0 時間またはそれ以上、および非常に特に好ましくは-4
0 ℃において1000時間またはそれ以上である。本発明に
従い用いられる媒体は、5 ～30種、好ましくは6 ～20
種、特に好ましくは7 ～16種の化合物からなる。
【００３７】慣用の液晶材料との混合物中に、特に式Ｉ
Ｉａ～ＩＩｉで表わされる化合物からなる群からおよび
／または式ＩＩＩａ～ＩＶｆで表わされる化合物からな
る群から選択される１種または２種以上の化合物ととも
に、混合された式Ｉで表わされる化合物は、比較的少な
い割合でさえも、しきい値電圧の格別の減少、回転粘度
γ
1 
にかかわる好ましい数値および迅速な応答時間をも

たらすと同時に、特に低いスメクティック－ネマティッ
ク転移温度を有する広いネマティック相が見られること
が見出された。式Ｉ～ＩＶで表わされる化合物は無色で
あり、安定であり、また相互におよび他の液晶材料と容
易に混和する。「アルキル」の用語は、炭素原子１～７
個を有する直鎖状および分枝鎖状のアルキル基、特に直
鎖状基、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチ
ル、ヘキシルおよびヘプチルを包含する。別段の記載が
ないかぎり、炭素原子２～５個を有する基は好適であ
る。
【００３８】「アルケニル」の用語は、炭素原子２～７
個を有する直鎖状および分枝鎖状のアルケニル基、特に
直鎖状基を包含する。特に好ましいアルケニル基は、Ｃ

2 
～Ｃ

7 
－１Ｅ－アルケニル、Ｃ

4 
～Ｃ

7 
－３Ｅ－アル

ケニル、Ｃ
5 
～Ｃ

7 
－４－アルケニル、Ｃ

6 
～Ｃ

7 
－５

－アルケニルおよびＣ
7 
－６－アルケニル、特にＣ

2
～

Ｃ
7 
－１Ｅ－アルケニル、Ｃ

4 
～Ｃ

7 
－３Ｅ－アルケニ

ルおよびＣ
5 
～Ｃ

7 
－４－アルケニルである。非常に特

に好ましいアルケニルの例には、ビニル、１Ｅ－プロペ
ニル、１Ｅ－ブテニル、１Ｅ－ペンテニル、１Ｅ－ヘキ
セニル、１Ｅ－ヘプテニル、３Ｅ－ブテニル、３Ｅ－ペ
ンテニル、３Ｅ－ヘキセニル、３Ｅ－ヘプテニル、４－
ペンテニル、４Ｚ－ヘキセニル、４Ｅ－ヘキセニル、４
Ｚ－ヘプテニル、５－ヘキセニル、６－ヘプテニルなど
がある。別段の記載がないかぎり、５個までの炭素原子
を有する基は好適である。
【００３９】「フルオロアルキル」の用語は好ましく
は、末端にフッ素を有する直鎖状基、すなわちフルオロ
メチル、２－フルオロエチル、３－フルオロプロピル、
４－フルオロブチル、５－フルオロペンチル、６－フル
オロヘキシルおよび７－フルオロヘプチルを包含する。
しかしながら、フッ素の別の位置も除外されない。「ア
ルコキシアルキル」の用語は好ましくは、式Ｃ

n 
Ｈ
2n+1

－Ｏ－（ＣＨ
2 
）
m 
で表わされる直鎖状基（式中、ｎお

よびｍはそれぞれ相互に独立して、１～６である）を包
含する。好ましくは、ｍは１であり、およびｎは１～４
である。
【００４０】Ｒ1 ～Ｒ52の意味を適当に選択することに
よって、アドレス時間、しきい値電圧、透過特性曲線の
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急峻度などを所望の様相で改変することができる。例え
ば、１Ｅ－アルケニル基、３Ｅ－アルケニル基、２Ｅ－
アルケニルオキシ基などは一般に、アルキル基およびア
ルコキシ基に比較して、短いアドレス時間、改良された
ネマティック相形成傾向および弾性定数Ｋ

33
（ベンド）

とＫ
11
（スプレイ）との大きい比をもたらす。４－アル

ケニル基、３－アルケニル基などは一般に、アルキル基
およびアルコキシ基に比較して、低いしきい値電圧およ
び小さいＫ

33
／Ｋ

11
値をもたらす。式Ｉ～ＩＶで表わさ

れる化合物の最適混合比は、所望の性質、式Ｉ、式Ｉ
Ｉ、式ＩＩＩおよび／または式ＩＶで表わされる成分の
選択、および存在させることができるいずれかその他の
成分の選択に実質的に依存する。上記範囲内の適当な混
合比は場合毎に容易に決定することができる。
【００４１】本発明による混合物中の式Ｉ～ＩＶで表わ
される化合物の総量に制限はない。これらの混合物は好
ましくは、式Ｉ～ＩＶで表わされる化合物を50～90重量
％の量で含有する。これらの混合物はまた，１種または
２種以上の追加の成分を含有することができ、これによ
り種々の性質を最適にすることができる。しかしなが
ら、見出される効果、特に低温安定性に対して見出され
る効果は一般に、式Ｉ～ＩＶで表わされる化合物、特に
式Ｉで表わされる化合物の総濃度が高いほど大きくな
る。特に好ましい態様において、本発明による媒体は、
式ＩＶにおいて、ＸがＯＣＦ

3 
である化合物を含有す

る。式Ｉで表わされる化合物および式ＩＩで表わされる
化合物との好ましい相乗効果は、特に有利な性質をもた
らす。
【００４２】本発明による液晶媒体は好ましくは、１種
または２種以上の式Ｉで表わされる化合物に加えて、追
加の成分として、2 ～40種、特に4 ～30種の成分を含有
する。これらの媒体は、非常に特に好ましくは、１種ま
たは２種以上の式Ｉで表わされる化合物に加えて、7 ～
25種の成分を含有する。これらの追加の成分は好ましく
は、ネマティックまたはネマティック相形成性（モノト
ロピックまたはアイソトロピック）物質、特にアゾキシ
ベンゼン化合物、ベンジリデンアニリン化合物、ビフェ
ニル化合物、ターフェニル化合物、フェニルまたはシク
ロヘキシルベンゾエート化合物、シクロヘキサンカルボ
ン酸のフェニルまたはシクロヘキシルエステル化合物、
シクロヘキシル安息香酸のフェニルまたはシクロヘキシ
ルエステル化合物、シクロヘキシルシクロヘキサンカル
ボン酸のフェニルまたはシクロヘキシルエステル化合
物、安息香酸のシクロヘキシルフェニルエステル化合
物、
【００４３】シクロヘキサンカルボン酸のシクロヘキシ
ルフェニルエステル化合物、シクロヘキシルシクロヘキ
サンカルボン酸のシクロヘキシルフェニルエステル化合
物、フェニルシクロヘキサン化合物、シクロヘキシルビ
フェニル化合物、フェニルシクロヘキシルシクロヘキサ
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ン化合物、シクロヘキシルシクロヘキサン化合物、シク
ロヘキシルシクロヘキシルシクロヘキセン化合物、１，
４－ビス－シクロヘキシルベンゼン化合物、４，４´－
ビス－シクロヘキシルビフェニル化合物、フェニル－ま
たはシクロヘキシル－ピリミジン化合物、フェニル－ま
たはシクロヘキシル－ピリジン化合物、フェニル－また
はシクロヘキシル－ジオキサン化合物、フェニル－また
はシクロヘキシル－１，３- ジチアン化合物、１，２－
ジフェニルエタン化合物、１，２－ジシクロヘキシルエ
タン化合物、１－フェニル－２－シクロヘキシルエタン
化合物、１－シクロヘキシル－２－（４－フェニルシク
ロヘキシル）エタン化合物、１－シクロヘキシル－２－
ビフェニルエタン化合物、１－フェニル－２－シクロヘ
キシルフェニルエタン化合物、ハロゲン化されていても
よいスチルベン化合物、ベンジルフェニルエーテル化合
物、トラン化合物および置換ケイ皮酸化合物の群からの
物質から選択される。これらの化合物中に存在する、
１，４－フェニレン基はまた、フッ素化されていてもよ
い。
【００４４】本発明による媒体の追加の成分として適す
る最も重要な化合物は、式１、２、３、４および５で表
わすことができる特徴を有する：
Ｒ´－Ｌ－Ｅ－Ｒ´´                    １
Ｒ´－Ｌ－ＣＯＯ－Ｅ－Ｒ´´            ２
Ｒ´－Ｌ－ＯＯＣ－Ｅ－Ｒ´´            ３
Ｒ´－Ｌ－ＣＨ

2 
ＣＨ

2 
－Ｅ－Ｒ´´      ４

Ｒ´－Ｌ－Ｃ≡Ｃ－Ｅ－Ｒ´´            ５
【００４５】式１、２、３、４および５において、Ｌお
よびＥは同一または相違していてもよく、それぞれ相互
に独立して、－Ｐｈｅ－、－Ｃｙｃ－、－Ｐｈｅ－Ｐｈ
ｅ－、－Ｐｈｅ－Ｃｙｃ－、－Ｃｙｃ－Ｃｙｃ－、－Ｐ
ｙｒ－、－Ｄｉｏ－、－Ｇ－Ｐｈｅ－および－Ｇ－Ｃｙ
ｃ－から形成される群からの二価の基およびそれらの鏡
像基であり、これらの基において、Ｐｈｅは未置換また
はフッ素置換されている１，４－フェニレンであり、Ｃ
ｙｃはトランス－１，４－シクロヘキシレンまたは１，
４－シクロヘキシレンであり、Ｐｙｒはピリミジン－
２，５－ジイルまたはピリジン－２，５－ジイルであ
り、Ｄｉｏは１，３－ジオキサン－２，５－ジイルであ
り、およびＧは２－（トランス－１，４－シクロヘキシ
ル）エチル、ピリミジン－２，５－ジイル、ピリジン－
２，５－ジイルまたは１，３－ジオキサン－２，５－ジ
イルである。
【００４６】基ＬおよびＥの一方は、好ましくはＣｙ
ｃ、ＰｈｅまたはＰｙｒである。Ｅは好ましくは、Ｃｙ
ｃ、ＰｈｅまたはＰｈｅ- Ｃｙｃである。本発明による
媒体は好ましくは、式１、２、３、４および５におい
て、ＬおよびＥがＣｙｃ、ＰｈｅおよびＰｙｒからなる
群から選ばれる化合物から選択される１種または２種以
上の成分、および同時に、式１、２、３、４および５に
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おいて、基ＬおよびＥの一方がＣｙｃ、ＰｈｅおよびＰ
ｙｒからなる群から選ばれ、他方が基が－Ｐｈｅ－Ｐｈ
ｅ－、－Ｐｈｅ－Ｃｙｃ－、－Ｃｙｃ－Ｃｙｃ－、－Ｇ
－Ｐｈｅ－および－Ｇ－Ｃｙｃ－からなる群から選ばれ
る化合物から選択される１種または２種以上の成分、お
よび任意に、式１、２、３、４および５において、基Ｌ
およびＥが－Ｐｈｅ－Ｃｙｃ－、－Ｃｙｃ－Ｃｙｃ－、
－Ｇ－Ｐｈｅ－および－Ｇ－Ｃｙｃ－からなる群から選
ばれる化合物から選択される１種または２種以上の成分
を含有する。
【００４７】式１、２、３、４および５で表わされる化
合物の狭い付属群において、Ｒ´およびＲ´´はそれぞ
れ相互に独立して、８個までの炭素原子を有するアルキ
ル、アルケニル、アルコキシ、アルコキシアルキル、ア
ルケニルオキシまたはアルカノイルオキシである。この
狭い付属群を以下でグループＡと称し、これらの化合物
を付属式１ａ、２ａ、３ａ、４ａおよび５ａで表わす。
これらの化合物の大部分において、Ｒ´およびＲ´´は
相互に相違しており、これらの基の一方は通常、アルキ
ル、アルケニル、アルコキシまたはアルコキシアルキル
である。式１、２、３、４および５で表わされる化合物
のもう一つの狭い付属群はグループＢと称し、これらの
化合物において、Ｒ´´は、－Ｆ、－Ｃｌ、－ＮＣＳま
たは－（Ｏ）

i 
ＣＨ

3-(k+1) 
Ｆ
k 
Ｃｌ

l 
である（ここ

で、ｉは０または１であり、およびｋ＋ｌは１、２また
は３である）。Ｒ´´がこの意味を有する化合物を付属
式１ｂ、２ｂ、３ｂ、４ｂおよび５ｂで表わす。付属式
１ｂ、２ｂ、３ｂ、４ｂおよび５ｂで表わされる化合物
の中で、Ｒ´´が、－Ｆ、－Ｃｌ、－ＮＣＳ、－Ｃ
Ｆ

3 
、－ＯＣＨＦ

2 
または－ＯＣＦ

3 
である化合物は特

に好ましい化合物として挙げられる。
【００４８】付属式１ｂ、２ｂ、３ｂ、４ｂおよび５ｂ
で表わされる化合物において、Ｒ´は付属式１ａ～５ａ
で表わされる化合物について定義されているとおりであ
り、好ましくはアルキル、アルケニル、アルコキシまた
はアルコキシアルキルである。  式１、２、３、４およ
び５で表わされる化合物のさらにもう一つの狭い付属群
において、Ｒ´´は、－ＣＮである。この付属群は以下
でグループＣと称し、この付属群の化合物を、対応して
付属式１ｃ、２ｃ、３ｃ、４ｃおよび５ｃで表わす。こ
の付属式１ｃ、２ｃ、３ｃ、４ｃおよび５ｃで表わされ
る化合物において、Ｒ´は付属式１ａ～５ａで表わされ
る化合物について定義されているとおりであり、好まし
くはアルキル、アルコキシまたはアルケニルである。グ
ループＡ、ＢおよびＣの好適化合物に加えて、提案され
ている他の種々の置換基を有する式１、２、３、４およ
び５で表わされる別の化合物も慣用である。これらの物
質はいずれも、刊行物から公知の方法もしくはその類似
方法により得ることができる。
【００４９】本発明による媒体は好ましくは、式Ｉ～Ｉ*
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*Ｖで表わされる化合物に加えて、グループＡおよび／ま
たはグループＢおよび／またはグループＣから選択され
る１種または２種以上の化合物を含有する。本発明によ
る媒体中に存在するこれらのグループからの化合物の重
量割合は好ましくは、下記のとおりである：
グループＡ：0 ～90％、好ましくは20～90％、特に30～
90％、
グループＢ：0 ～80％、好ましくは10～80％、特に10～
65％、
グループＣ：0 ～80％、好ましくは5 ～80％、特に5 ～
50％。
本発明による特定の媒体中に存在するグループＡおよび
／またはグループＢおよび／またはグループＣの成分の
重量割合の合計は好ましくは、5%～90% 、特に10% ～90
% である。
【００５０】本発明による媒体は好ましくは、式Ｉで表
わされる化合物を1 ～40% 、特に好ましくは5 ～30% の
割合で含有する。これらの媒体は好ましくは、２種また
は３種以上の式Ｉで表わされる化合物を含有する。本発
明によるＩＰＳディスプレイの構造は、例えばWO91/109
36またはEP0588568 に記載されているようなディスプレ
イに慣用の構造に相当する。ここで、「慣用の構造」の
用語は、広く解釈されるべきであり、誘導型および改変
型のＩＰＳディスプレイの全部、特に例えばポリ－Ｓ
ｉ、ＴＦＴまたはＭＩＭに基づくマトリックス表示素子
を包含する。しかしながら、本発明によるディスプレイ
と現在まで慣用のディスプレイとの基本的相違点は、そ
の液晶層の液晶パラメーターの選択にある。
【００５１】本発明に従い使用することができる液晶混
合物は、それ自体慣用の方法により製造することができ
る。一般に、少ない方の量で使用する成分の所望量を、
有利には高められた温度で、主要成分を構成する成分中
に溶解する。別の常習的方法、例えば同族体の混合物な
どの予備混合物を用いることによって、またはいわゆる
［マルチボトル」方式を用いることによって、混合物を
製造することもできる。この誘電体はまた、当業者に公
知であり、刊行物に記載されている追加の添加剤を含有
することもできる。例えば、0 ～15% 、好ましくは0 ～
10% の多色性染料および／またはカイラルドーピング剤
を添加することができる。添加される各化合物は、0.01
～6%、好ましくは0.1 ～3%の濃度で用いられる。しかし
ながら、液晶混合物のその他の構成成分、すなわち液晶
またはメソゲン化合物にかかわる濃度データは、これら
の添加剤の濃度を考慮せずに示されている。
【００５２】本明細書全体をとおして、
【化３５】

は、トランス－１，４－シクロヘキシレンを表わす。液
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晶混合物の物理的性質は、別段の記載のないかぎり、
“Physical Properties of Liquid Crystals”，M.Beck
er編集、Merck KGaA，1997年11月現在に記載のとおりに
測定する。
【００５３】Ｃは結晶相を表わし、Ｓはスメクティック
相を表わし、Ｓ

C 
はスメクティックＣ相を表わし、Ｓ

A 

はスメクティックＡ相を表わし、Ｎはネマティック相を
表わし、およびＩはアイソトロピック相を表わす。Ｖ

0 

は、容量しきい値電圧（capacitive threshold voltag
e）を表わす。△ｎは光学異方性を表わし、またｎ

0 
は

常光線屈折率を表わす（両方ともに589nm における測定
値）。△εは誘電異方性を表わす（△ε＝ε

‖ 
－

ε
⊥
、この式において、ε

‖ 
は、１ｋＨｚにおける分

子の長軸に対して平行の誘電定数を表わし、そしてε
⊥

は１ｋＨｚにおける分子の長軸に対して垂直の誘電定数
を表わす）。電気光学データは、別段の記載がないかぎ
り、２０℃おいてプレーナセルで測定した。全部の物理
学的性質は、別段の記載がないかぎり、２０℃で示さ
れ、また測定されている。このセルは好ましくは、「オ
フ」状態で明である。
【００５４】下記の例は、本発明を説明しようとするも
のであり、制限を表わすものではない。本明細書全体を
とおして、パーセンテージは、重量によるパーセントで
ある。全部の温度は、摂氏度で示されている。△ｎは光
学異方性を表わし（589nm 、20℃）、△εは誘電異方性
を表わし（1kHz、20℃）、Ｈ．Ｒ．は、電圧保持率を表
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わし（100 ℃、1Vのオーブン中で5 分後）、また容量し
きい値電圧は、20℃および1kHzで測定した。目盛り付き
回転粘度計は、ZLI-4792（Merck KGaA）が20℃で133Pa 
・ｓの回転粘度を有することを示した。
【００５５】保存寿命は、約0.5 μｍの光学リターデー
ションを有するシールされた試験セルで、配向膜として
DuPontからのCU-1511 を用いて評価した。この目的に
は、５個の試験セルをそれぞれ、相互に交差している偏
光板に、両側で接着結合させ、0 ℃、-10 ℃、-20 ℃、
-30 ℃または-40 ℃の固定温度で保存した。これらのセ
ルはそれぞれ、24時間の間隔で、その変化にかかわり視
覚により評価した。各温度における保存時間ｔ

store 
（Ｔ）を、これらのセルが変化を示さなくなった

最終時間として記録した。本特許出願書および下記の例
において、液晶化合物の構造は頭文字で示されており、
その化学式への変換は下記表ＡおよびＢに従い行う。基
Ｃ
n 
Ｈ
2n+1
およびＣ

m 
Ｈ
2m+1
は全部が、それぞれｎ個ま

たはｍ個の炭素原子を有する直鎖状アルキル基である。
表Ｂのコードは自明である。表Ａにおいて、基本構造に
関わる頭文字のみが示されている。各場合に、この基本
構造に関わる頭文字の後に、ハイフンで分離して、置換
基Ｒ1 、Ｒ2 、Ｌ1 およびＬ2 に関するコードが示され
ている：
【００５６】
【表１】
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【００５７】好適ディスプレイは、特に式Ｉで表わされ
る化合物に加えて、表ＡおよびＢからの１種または２種
以上の化合物を含有する媒体を備えている。特に好まし
いＩＰＳディスプレイは、下記成分を含有する媒体を備
えている：
＊表Ａ中の式の一つの１種または２種以上の化合物およ
び表Ｂ中の式で表わされる１種または２種以上の化合
物、
＊表Ａ中の式で表わされる化合物の２種または３種以上
の相違する種類のそれぞれからの１種または２種以上の

30

化合物、
＊表Ｂ中の式で表わされる化合物の２種または３種以上
の相違する種類のそれぞれからの１種または２種以上の
化合物、
＊表ＡおよびＢ中の式で表わされる化合物からなる群か
らの４種または５種以上の化合物のそれぞれからの１種
または２種以上の化合物。
【００５８】表Ａ：
【化３６】
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【００５９】

32

【化３７】
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【００６０】表Ｂ：

34

【化３８】
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【００６１】
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【化３９】
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【００６２】
【発明の実施の形態】例１
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            81.0℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0778
ｎ

0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4686

△ε［1kHz、20℃］：                13.0
ε⊥［1kHz、20℃］：                5.4
Ｖ

0 
［1kHz、20℃］：                0.88V

回転粘度(20 ℃) ：                  128mPa・s
を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有し、また適度のコントラストを有する：
【００６３】
【表２】
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容量しきい値Ｖ
0 
(1kHz、20℃) は、0.8

8V である。
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【００６４】例２
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            80.5℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0773
ｎ

0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4684

△ε［1kHz、20℃］：                13.5
γ

1 
[20 ℃] ：                      127mPa・s

ε⊥［1kHz、20℃］：                5.5
Ｖ

0 
［1kHz、20℃］：                0.84V

を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００６５】
【表３】

【００６６】例３
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            76.4℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0787
ｎ

0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4626

△ε［1kHz、20℃］：                14.1
ε⊥［1kHz、20℃］：                6.4
γ

1 
［20℃］：                      135mPa・s

Ｖ
0 
［1kHz、20℃］：                0.80V

を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００６７】
【表４】
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【００６８】例４
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            73.5℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0725
ｎ
0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4675

△ε［1kHz、20℃］：                14.3
ε⊥［1kHz、20℃］：                6.5
γ
1 
［20℃］：                      131mPa・s

Ｖ
0 
［1kHz、20℃］：                0.77V

を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００６９】
【表５】

【００７０】例５
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            76.0℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0630
ｎ
0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4682

を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００７１】
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【表６】

【００７２】例６
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            71.0℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0904
ｎ

0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4778

△ε［1kHz、20℃］：                12.0
ε⊥［1kHz、20℃］：                5.0
γ

1 
［20℃］：                      153mPa・s

を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００７３】
【表７】

【００７４】例７
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            80.0℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0636
ｎ

0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4672

を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００７５】
【表８】
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【００７６】例８
この例のＩＰＳディスプレイは、下記成分からなるネマ
ティック混合物を含有する：
【表９】

【００７７】例９
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            70.0℃
△ε［1kHz、20℃］：                10.4
ε⊥［1kHz、20℃］：                4.5
を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００７８】
【表１０】
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【００７９】例１０
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            81.0℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0778
ｎ

0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4686

△ε［1kHz、20℃］：                13.0
ε⊥［1kHz、20℃］：                5.4
γ

1 
［20℃］：                      128mPa・s

Ｖ
0 
［1kHz、20℃］：                0.88V

を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００８０】
【表１１】 *
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*【００８１】比較例
この例のＩＰＳディスプレイは、
透明点：                            72.0℃
△ｎ［589 ｎｍ、20℃］：            0.0751
ｎ
0 
［589 ｎｍ、20℃］：            1.4730

△ε［1kHz、20℃］：                10.2
ε⊥［1kHz、20℃］：                4.7
γ
1 
［20℃］：                      124mPa・s

Ｖ
0 
［1kHz、20℃］：                1.01V

を有し、および下記成分からなるネマティック混合物を
含有する：
【００８２】
【表１２】
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的液晶，其中电场平行于液晶层并包含具有正介电各向异性的液晶介质
一种电光液晶显示器，其中介质含有一种或多种通式I的化合物。 （R 1 
是C 1至7 的烷基或烷氧基，链烯基，链烯氧基或C 2-7 的烷氧基烷基。 
Y 11 和Y 12 是H或F.）
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